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年度初めの ４ ～ ５ 月（途中参加者は参加開始
















































ら，Kitagawa ,  Iwamoto ,  Kazui ,  Kudo , 
Matsuura & Umemura（2014）にならい，表






場面 ３ １ 人でいる子どもが地震に遭遇
場面 ４ 両親の帰宅と迎える子ども
─ 65 ─






男児 ５ 名，女児 ５ 名，年齢は初回調査時 １ 歳
０ ヶ月～ ３ 歳 ０ ヶ月（平均 ２ 歳 ０ ヶ月），第 １
子が ６ 名，第 ２ 子が ３ 名，第 ５ 子が １ 名であっ
た。
生育状況については，始歩が １ 歳 ３ ヶ月より










































る。安治（1996）では， １ ～ ６ 歳の保育園児を
もつ母親1198名を対象に調査を実施している。












安治（1996）では，〈安全基地〉で １ ， ２ 歳
表 ２　AQS尺度得点（SD）
初回（Ｎ＝10） 第 ２ 回（Ｎ＝ ９ ）
安全基地 3. 23（. 64） 3. 02（. 75）
接近接触 4. 35（. 39） 4. 52（. 28）
従順 3. 42（. 58） 3. 80（. 49）
不信回避 3. 08（. 52） 3. 11（. 63）
合計 3. 52（. 33） 3. 61（. 43）
表 ３　安治（1996）の AQS尺度得点
１ 歳 ２ 歳 ３ 歳
安全基地 3. 44 3. 30 3. 07
接近接触 4. 23 4. 34 4. 28
従順 3. 62 3. 73 3. 63










































不安定指標の平均出現数は，初回1. 2（ ０ ～











るかもしれない。 ２ 回目の不安定指標が ７ と非






PARS の不安定指標数を表 ４ に示す。
全体として，AQS 尺度得点と PARS の不安
定指標の間にはっきりとした関連は見られな
かった。 １ つだけ目立ったのは，PARS の不安
定指標が飛び抜けて多い参加者の AQS 尺度得
点が， ２ 回とも参加者中最も高かったことであ








初回 第 ２ 回
AQS PARS AQS PARS
３ 歳前半 3. 88 0 3. 65 0
２ 歳後半 3. 12 0 3. 15 1
２ 歳後半 3. 77 3 3. 69 2
２ 歳前半 3. 15 0 3. 08 0
２ 歳前半 3. 04 2 3. 96 1
１ 歳後半 4. 00 1 4. 31 7
１ 歳後半 3. 42 2 3. 08 1
１ 歳後半 3. 42 2 3. 35 0
１ 歳前半 3. 77 0 3. 92 1
１ 歳前半 3. 38 2 － －
─ 67 ─



























































































































AQS 尺度得点が ２ 回とも相対的に低得点





































































相対的にみた ２ 回の AQS 尺度の得点における
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